
 

 

 

 

 

再び経験する附属の学校文化 

教頭       

 

2018 年も残りわずか。先日は、今年の漢字として「災」が選ばれました。なる

ほど、福井も２月は大雪で、全国的に災害の多かった年でした。皆さんの今年の一

字は何でしょうか？ 今年一年経験したことは人それぞれで、「新」「挑」「満」等

色々な漢字があると思います。私の一字は「再」です。今年は「再び」ということ

が多かった１年でした。この附属義務教育学校に再び勤務することになり、校長先

生を始め福井大学の先生方や副校長先生と再会することができました。 

さて、再び附属に勤務することになり、附属ならではの良さを再確認することが

できました。生徒主体の活動は、やはり附属を象徴するものです。演劇や学年プロ

ジェクトなどの活動、合唱祭等は脈々と受け継がれているもので、私もかつて経験

した附属ならではの学校の文化です。附属で学ぶ生徒の皆さんも先生方もその良さ

を実感しているからこそ、代々人が替わっても、その形を十年、二十年との残して

きたのだと思います。 

人が替わっても受け継ぎ、創られていく附属の学校文化。伝統的な学校行事を通

して、皆さんも、先生方も成長していく姿が見られます。いろいろ悩んだり、周り

の人と相談したりしながら、より良いものを目指して活動を創っていく力は、これ

から未来を切り開いていく皆さんにとって、正に必要とされる力です。そういう未

来を創造していく力を、皆さんはこの附属の学校文化を通して着実に身につけてい

きます。また、先生方も、この附属の学校文化を経験することで、皆さんと同様、

自身の教員として力を磨いていきます。私自身、前回の附属勤務では附属の学校文

化に育てられ、多くのことを吸収し、教師として成長できたと思っています。 

今年からまた、幸せなことに附属の文化を再び経験することになりました。皆さ

んや先生方が附属の学校文化を経験し附属に来てよかったと思えるよう、これから

も陰ながら応援していきます。そして、学校文化を大切にする附属義務教育学校が、

ここに集う生徒や教師にとって、自身を大きく成長させる学校であり続けて欲しい

と願います。 
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１１月３０日（金）、義務教育学校の第

１回教育研究集会が、県内外から約６００

名の方々にご参会いただき催されました。

その中の後期課程ポスターセッションで

は、８年生も担当生徒が参加し、学Ｐ、科

学部、音楽委員会、FLIA について、これま

での取り組みやその意義や価値、今後の展

望等について、大勢の参観者の前で、自分

の思いを堂々と熱く語りました。参観者か

らの質問にも的確に答えることができ、自

分たちが取り組んできたことを、改めて見

つめ直す貴重な時間となりました。 

また全体会の子どもたちが語る学びで

は、８年生からも参加し、「なぜ学ぶ ど

う学ぶ」をテーマに、前期課程の子どもた

ちも交えて、こちらも熱い語りが繰り広げ

られました。 

第 1回教育研究集会 



                          

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21世紀夢講座 

 １２月８日（土）、７年生と８年生の生徒を対象に育友会主催の「21 世紀夢講座」が催さ

れました。 大勢の社会人の皆様をお招きし、９つの会場に分かれて働くことの意義や喜びに

ついて体験談を交えながら聞くことができました。中には、実際に体験することで、職業の

魅力を感じる講座もありました。 この「21世紀夢講座」により、自分の夢や学Ｐ「職業」に

つなげられればと思います。お忙しい中、ご協力して下さった皆様、ありがとうございまし

た。 

全校書写 

 １２月７日（金）、後期中間テスト後

の３・４時間目に、各教室で全校書写を

行いました。心を落ち着け、８年生は「進

歩」を毛筆で書きました。どの生徒も納

得のいく字が書けるまで、半紙と硯に向

かっていました。 

Ａ組 

Ｂ組 Ｃ組 



 

 

 

 

 

 

 

 

野球を通じて人間形成・育成について       ヨーガを体験してみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞に親しもう              税金から学ぶ社会とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田舎から大海原への、挫折に満ちた航海       挑戦はいくつからでもできる！ 

                           夢をかなえる生き方 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

これからの美術館の楽しみ方       自然災害からの防災と最新ドローン技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井の新たなお米「いちほまれ」のブランド化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○受講講座：挑戦はいくつからでもできる！夢をかなえる生き方 

夢講座すごく役に立ちました。私には本当になりたいと思う職業があります！と言いたいの

ですが、今までは親に“こんなのもあるよ”と言われて“いいかも”と思うことはあったもの

の、自分から“この職業に就きたい！”とはあまり言ったことはありません。夢というのは、

薬剤師になることだったのですが、今日のお話を聞いて、本当に自分はこの職業に就いていい

のか、今行きたいと思っている大学は、本当にそこでいいのか考えさせられました。そして何

より私の心に残ったのは、感謝することがとても大切だということです。この話をしていると

きの講師の先生にも感動しました。講師の先生が涙をこらえながらも語ってくれた講師の先生

のお父さんのこと、そして今までの後悔、私の心にすごく響きました。私の本当になりたい職

業や感謝の心をしっかりもてているのかなど、これからはしっかり考え直していこうと思いま

した。                           （８年Ａ組） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○受講講座：福井の新たなお米「いちほまれ」のブランド化について 

学Ｐで農業の機械化について探究しています。いちほまれの開発にあたって、機械を使って

品質を調べるなど、農業も機械化していっているなと改めて感じたし、新しい発見もありまし

た。学Ｐの学びがさらに深まったと思います。今日は「いちほまれ」と「ゆめぴりか」の食べ

比べをしました。そんなに差は感じませんでしたが、言われてみれば甘さを感じるまでの時間

や食感などが同じ米という食べ物でもちがうなと思いました。本当に小さな味のちがいなどを

追究している人たちは、とてもすごいなと思ったし、細かいところまで気にかけるくらい米に

対して情熱をもっているんだと思いました。地道な作業を繰り返し、１つのものを完成させる

ことは、すばらしいと思いました。               （８年Ｂ組） 

○受講講座：これからの美術館の楽しみ方 

私は正直言うと、最初は美術館に興味がありませんでした。絵を見ただけで何も感じるわけ

がないと思っていましたが、今回の講座で、様々な視点から見る絵が面白いことに気付くこと

ができました。この講座では、みんなでこの絵で何を感じるかを話し合いましたが、自分だけ

では気づけないその絵の魅力が伝わってきて、コミュニケーション力も高まったような気がし

ました。このことは、私達が探究している学Ｐの「職業」につながると思っていて、コミュニ

ケーションをとることによって、いろんな価値観にふれることができ、いろんな見方で、いろ

んな事柄をとらえることができます。自分の好きなことが、自分の夢につながる・・・そして、

それを人に伝える、話し合う・・・。とても大切なことだと思います。とても有意義な時間を

過ごすことができました。ありがとうございました。       （８年Ｃ組） 

学Ｐ 

１２月の学Ｐでは、修学旅行実行委員の交流部門が中心になって、「ハローワーク」完成ま

での道のりで、足りないものは何かを話し合っています。修学旅行で、訪問先の学校とどんな

テーマで交流するか、話し合いの方向性を議論しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16:00～16:05 【全体会Ⅰ】 

    リーダー研修会全体の展望をもつ 

16:10～16:35 【分科会】     

    附属の授業をよりよくするために① 

16:40～17:20 【全体会Ⅱ】 

    附属の授業をよりよくするために② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１７日（月）の放課後に、後期リ

ーダー研修会が行われました。７～９年の

約４０名のリーダーが集い、分科会および

全体会で熱く語り合いました。話し合いの

テーマ「附属の授業をよりよくするために」

と題して、これまでの授業をふり返り、良

い点と問題点を出し合い、そこから今後の

授業の在り方等について、考えを出し合っ

ていました。参加した８年の生徒たちもリ

ーダーとしての在り方について深く考える

ことになり、とても有意義な時間となりま

した。 

後期リーダー研修会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

１２月１９日（水）の５時間目に、福井

警察署スクールサポーターの方をお招きし

て、「ひまわり教室」が行われました。今

回は、私たちの身近にあるいじめの問題や

少年法を中心にお話していただきました。

いじめはどんな理由があっても、絶対にあ

ってはいけません。１４歳になると、私た

ちの立場は何が変わるのかを考える貴重な

時間となりました。生徒たちは、最後まで

真剣な表情で聞き入っていました。 

ひまわり教室 

ロボコン 全国大会出場へ 

 １２月１日（土）、富山県高岡市で、第１２回東海・北陸地区中学生ロボットコンテスト

が行われました。本校からは１１月２３日の県大会を勝ち抜いた「豚で紅」が出場し、各県

の強豪ロボットとの接戦を制し、見事ベスト４入りを果たしました。おめでとうございます！

全国大会への出場権も獲得し、次は１月２６日（土）に東京で行われる全国大会に出場しま

す。これまでの技術の授業での学びを、全国の舞台で発揮してくれることを楽しみにしてい

ます。 



 

 

 

冬休みの課題は、自分で計画を立てて進めていきます。これまでの学習を復習

するとともに、自主的に学習をするという習慣を身につける大きなチャンスでも

あります。家庭学習の環境を自分で整え、毎日学習に励みましょう。提出日、厳

守です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出期限を過ぎないよう、計画的に学習しましょう！ 

 

 

 

８年生 冬休み中の課題 

教 科 課 題 と 内 容 提出日 

国語 

□ 冬の補充学習 １／８（火） 

□ 国研の資料集め 授業開始日 

□ 書写（希望者のみ） 

  福井新聞 氏名のみ   

  中日新聞 学校名（福大附属）・氏名 
１／８（火） 

社会 
□ 冬トレ 

１／８（火） 

数学 
□ 冬季ワーク 数学２ 

１／８（火） 

理科 
□ ウインタースクール 

１／8（火） 

英語 
□ 冬の補充学習 英語  

１／8（火） 

学 P 
□  表現部門からのワークシート 

１／8（火） 

 


